
 

 

― Prologue ― 
 

■本書を作るにあたって 千草明 

 

本書はポジションサイジングの秘訣について語った書です。この知識とテクニックを

使うことで少額から短時間で飛躍的に資金を増加させることが可能となります。 

 

トレードにおいてテクニカルを使った「手法」は人々の目を引き付けますが、ポジシ

ョンサイジングの技術はあまり語られることがありません。それはテクニカルによる

「手法」が、必勝法だと思っている人が多いからでしょうか。 

 

エントリータイミングを計る方法、すなわち「手法」と華やかに呼ばれているもの

は、トレードを構成するスキルの１つに過ぎません。よく「手法」の「検証」が大事

だと言いますが、エントリータイミングだけ検証して、使える or使えないを決めてし

まっているケースも多く見受けられます。トレードは、エントリー段階の予測技術も

大事ではありますが、利食いや損切幅のリスク・リワードといった、ポジションサイ

ジングの項目も、トレードの重要なエッジの一部分です。 

 

リスク・リワードを決めたときのトレードの期待値がどれほどあるのか？ また、リ

スクはどれほどになるのか？ それを知ることでトレード技術の優位性がより高まっ

ていくことになります。すべてひっくるめて検証をしていかないと、そのトレーダー

自身のトレード能力＝エッジというのは算出することができないと私は思うのです。 

 

本書では多くのトレーダーが軽視してしまっているリスク・リワードの概念を知るた

めに必要になる確率の知識と、リスク・リワードから期待値を求める方法を書きまし

た。数学の知識は必要ありません。すべて一目でわかるように表にしてあります。「リ

スク・リワード比率表」は、あなたのトレード技術と資金管理技術を高めます。また

確率的思考を阻む人間の非合理な考え方についてもまとめています。 



 

 

さて、ここからが本題です。ＦＸの教本を求めている方々には「もっと手っ取り早く

儲ける方法が知りたい」といった欲張りな考えを持っている方も少なくありません。 

 

今回はその需要に対して、真摯にお応えしていこうと「複利運用の可能性」の章で

は、すぐに使える複利運用のポジションサイジング表を用意しました。これは、定率

運用のバイブルとも言われている●●●●●●を応用したものであり、少額から資金

を飛躍的に増やす現実的に可能な方法になります。 

 

「そんなことが実際にできるのだろうか？」と思う気持ちも当然です。論より証拠で

私がリアルトレードで証拠金を数時間で 5倍にする動画をお付けしました。この方法

で 10万円を 10倍の 100万円にする、100万円を 10倍の 1000万にする、1000万を 10

倍の１億円にすることも夢ではありません。複利運用の効果は証拠金がいくらになろ

うと常に同じであるからです。 

 

またビデオでは、ニュースを一切見ず、１分足で利食い・損切５pips基準のスキャル

ピングトレードをしています。無駄を極力までそぎ落として、チャートも１画面だけ

でトレードしてみました。「トレードの本質」でもトレード動画をお見せしています

が、この動画もポジションサイジングの調整技術だけではなく、トレード技術もわか

るものに仕上がっているので、ご参考にして頂けることでしょう。ややこしいお勉強

はしたくないという方はビデオのトレードをマネして頂くだけでも良いと思います。 

 

ＦＸの初心者も、いままで大金を市場に獲られてしまって悔やんでいる方も、ぜひ

1000円の少額からリトライしてください。これなら冷静にトレードができるし、技術

も身について、トレードで勝てる手ごたえがつかめるはずです。 

 

皆様のＦＸトレードの成功を心からご期待しております。 

 

著者 千草明 
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